
 

 

１ 策定方針 

計画期間が５年間と短期間であることから，現行計画である第２期計画の内容を踏襲しつつ，

現行計画策定後に顕在化した課題等を，実情に応じて加えていくものとします。 

 

２ 計画期間 

令和３（２０２１）年度から令和７（２０２５）年まで 

 

３ 主な構成要素 

  ・ 西京区の概要や現状，課題 

  ・ 西京区の将来の姿 

 
 

  ・ まちづくりの方向性・取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

４ 策定スケジュール 

令和元年度は，西京まちづくり区民会議をはじめ自治連合会会長会議や区民アンケート等により，

次期計画の柱や骨子を検討し，同年度末を目途に素案の当初案を作成します。 

令和２年度は，素案についてパブリックコメントで広く区民に意見を聴き，その意見を反映した  

素案をさらに区民会議で検討を加えたのち，第３期西京区基本計画として策定し，公表します。 
 

時期 項  目 内  容 

令和２年３月 第２７回区民会議 素案の議論①，反映 

 ５～ ７月 関係各局等との調整 素案の確認，修正 

 ７～ ８月 第２８回区民会議 素案の議論②（キャッチフレーズ決定），反映 

 ８～１０月 ＜パブコメ実施＞ パブコメ意見集約，反映 

１１～１２月 第２９回区民会議 素案の議論③，反映 

令和３年 
 １～ ２月 計画策定 最終版に向けた調整 

 ２～ ３月 第３０回区民会議 策定報告，重点テーマ設定 
 

次期西京区基本計画策定について 

【基本的視点】 

 文化力，定住人口の増加・企業活動の活性化，地域力，レジリエンス・SDGｓの推進 

【重点取組】次世代へつなぐプロジェクト 

 ○自治会加入率の向上 ○地域共生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムの推進 

 ○近隣自治体等との連携の推進 ○大学・学術研究機関等と地域との連携の推進 

 ○新たな交通ネットワークの検討 ○芸大跡地活用の検討  

 ○職住近接のまちづくりの推進 ○新産業の創出 

【方向性】 

（１）誰一人取り残さない人と人とが支え合う区民が主役のまちづくり 
（２）環境と共生するまちづくり 
（３）人と歴史・文化が輝くまちづくり 
（４）いつまでも住み続けられる都市基盤が整うまちづくり 

～ 未 定 ～ （参考）西山の緑かがやき 未来をひらく西京区（現行計画） 

資料２ 


